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帰化していく外来樹たち

生　駒　さ　や *

外来樹を植える研究

「アフリカで外来樹を植える研究」と聞い

た時，どのような印象をもつだろうか．森林

減少が問題となっているアフリカにおいて，

植林は非常に重要な研究テーマだと支持する

人もいれば，外来樹の植林は現地の生態系に

悪影響を与える危険性があると批判する人も

いるかもしれない．確かに外来種は，競争，

交雑，病害，あるいは生態系の基盤を改変さ

せることなどによって，侵入先での在来種の

絶滅の危険性を増大させる場合があり，生物

多様性に最も深刻な影響を与える要因である

ともいわれている［国土交通省 2013］．私自

身も，学部生時代から生態学や環境学を学

び，外来植物は悪い植物と長いあいだ教わっ

てきたため，調査地に行く前は外来樹を植え

るという行為を肯定的に受け入れることは難

しかった．

私の調査地はタンザニア南西部，半乾燥地

域にある農村だ．私が調査地に到着した 8

月半ば，村の高台に登ると，収穫が終わった

トウモロコシ畑がどこまでも続いているのが

見えた．一緒に同行した研究者は，この光景

を眺めながら，「30年前に初めてこの村に来

た時は，鬱蒼とした林が広がっていたのにな

あ」と呟いた．

タンザニアでは，発展する都市部と農村部

の経済格差の拡大が問題となっている．経済

成長に伴い物価が高騰する中，めぼしい産業

の無い農村部では，林を伐って農地を拡大

し，薪炭材や食糧の販売することで現金収入

を得てきた［近藤 2016］．同様の背景で林が

減少している調査地の村で，私は外来樹

Toona ciliata（センダン科）と在来樹を混交

させた林をつくる研究を行なっている．この

T. ciliataは東南アジア原産の外来樹で，タン

ザニアにはドイツ植民地期に持ち込まれたと
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写真 1　 林だった場所が全てトウモロコシ畑に
なっている
（調査村の高台で筆者撮影）
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されている［伊谷 2023］．調査地の村に持ち

込まれたのは 70年ほど前だ．近所の教会で

育てられていたこの樹の苗を，村人が持ち

帰ったのが始まりで，現在も村内で自家消費

用として小規模に育てられている．この樹

は，環境条件が良ければ植林後 10年で収穫

可能な大きさに育つ早生樹であるのに加え

て，家具をつくるのに最適な硬く美しい材が

とれるという性質をもつ．この木と在来樹を

混植して経済的価値のある林を広げること

で，環境の修復を行ないつつ，村に林業とい

う新たな生業基盤を構築するのが，研究の先

にある目標だ．

この外来樹 T. ciliataは村のあちこちで育

てられており，いまのところ，自然林への侵

入や環境への悪影響などは確認されていな

い．村人からは「ウムレームワ」や「ムセン

デレレ」と現地語（ニャムワンガ語）の名前

がつけられ，机やドアなどをつくるために木

材が利用されている．外来樹と聞くと “よ

そ者 ”という感じがするが，これほどまで

に村人に親しまれていると，よそ者というか

んじは全くない．

「外来植物」の定義とその歴史

外来植物とは，在来植物に対する語で，外

国から入ってきた本来自生していなかった植

物［沼田編 1988］を指す．渡り鳥などの野

生動物が原因となって侵入した場合もある

が，人が持ち込んだケースも多い．その中に

は，人為的に持ち込まれた植物もあれば，海

外からの船舶や航空機の積み荷に種が混入・

付着しており，意図せずして持ち込まれた植

物もある．

外来植物が世界的な問題として取り上げら

れるきっかけとなったのが，1993年に発効

された生物多様性条約だ．この条約の中に

は，「生態系，生息地若しくは種を脅かす外

来種の導入を防止し又はそのような外来種を

抑制若しくは撲滅すること」という締約国の

義務が記されている（第 8条（h））．

このように侵入の防止や撲滅が訴えられて

いる外来植物だが，意外にも身近にたくさん

生息している．たとえば，近所の鴨川を散歩

すれば，シロツメクサ，ハルジオン，オオイ

ヌノフグリなどの外来草本植物や，ニワウル

シ，ニセアカシアなどの外来樹を至るところ

で見ることができる．シロツメクサは，小さ

い頃に 4つ葉のクローバーを探したり，花

冠をつくったりした経験のある人も少なくな

いだろう．このように一部の外来植物は，も

はや日本の自然景観の一部といっていいくら

い馴染んでしまっている．写真 2　製材中の Toona ciliate

（調査地で筆者撮影）
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外来植物の帰化

シロツメクサのように，「人力によって，

意識的にせよ，無意識的にせよ，ひとつの植

物が本来の生息地から，そのものが自生して

いない新しい地域にもたらされて，野生化し

て繁殖し，その植物の歴史を知らなければそ

の土地本来の自生種と一見区別のつかないよ

うになっている状態」［小倉 1968］の植物を

帰化植物という．多くの日本人が在来樹と認

識しているであろう梅や桃の樹，茶の樹も，

実は中国から人為的に持ち込まれた帰化植物

だ．タンザニアでは，約 6世紀に持ち込ま

れた中南米原産のパンヤノキ Ceiba pentandra

［Blench and Dendo 2006］や，10世紀に持

ち込まれたインド原産のマンゴーMangifera 

indica［Yadav and Singh 2017］が帰化植物

の例として挙げられる．

ここで気になるのが，私が調査地に植えた

T. ciliataは外来植物なのか，帰化植物なの

か，という点だ．聞き取り調査は行なってい

ないため具体的な比率は不明だが，村人の半

数以上は在来樹と認識しているようだった．

村に持ち込まれてから既に 70年も経過して

おり，村のあちこちで育てられ，さらに現地

語の名までつけられた T. ciliataは，外部者

の私の目では村の自生種と一見区別がつかな

いことから，帰化しつつある外来樹といえる．

村人がその名を知らない樹々たち

話は変わるが，私は調査の一環として，村

内の植生を把握するために樹木の標本収集を

行なっていた．村中の樹の枝葉を集め，新聞

紙に挟んで乾かす．そして，その樹のニャム

ワンガ語の名と利用法，花の時期などを村人

に聞いて調べる．さすが日常的に林を利用し

ているだけあって，どの村人も樹々の名前や

利用法に詳しい．しかし，それらの樹種の中

には，どの村人にも名前を知られていない

樹々があった．

それは，ヒペリカム Hypericum spp.と

Stereospermum kunthianumだ．ヒペリカム

は黄色い可愛らしい花を，S. kunthianumは

ピンク色の花の綺麗な花を咲かせる．おそら

く観賞用樹木として近隣の村から運ばれてき

たのだろう．いつ，誰が村に運んだのかは不

明だが，ニャムワンガ語の名がまだつけられ

ていないこと，加えて，村内には数本しか生

育していないことから，T. ciliataよりも比較

的最近になって，村に持ち込まれたと予想さ

れる．

このように，国内の生物であったとして

も，本来分布していない地域に導入された生

物は「国内由来の外来生物」として，問題視

されている［環境省 2016］．しかしながら，

村人たちが他の地域から樹種を持ち込むのを

写真 3　 調査地に生育するパンヤノキの巨木とマ
ンゴーの樹々
（調査地で筆者撮影）
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止めるのは不可能だろう．木材として有用な

樹や，美しい花を咲かせる樹，美味しい果実

をつける樹を村に持ち帰って育てたくなるの

は当たり前だ．これらの樹種が自然林に侵入

し，環境に悪影響を及ぼすようなことが無い

よう注意深く観察することが，唯一できるこ

とだと考える．

外来樹をどのように見るべきなのか

以上より，起源に着目して調査地の樹々を

大まかに分類すると，次の 4種類に分けら

れる．

a） 在来樹：調査地にもともと生育する東

アフリカ原産の樹種

b） 帰化植物：数世紀前に導入されタンザ

ニアに定着している樹種（E.g. C. 

pentandra, M. indica）

c） 帰化しつつある外来樹：村人によって

村に持ち込まれ，既に約 70年経過し

ており，在来樹と一見区別がつかない

樹種．ニャムワンガ語の名がつけられ

ている（E.g. T. ciliata）

d） 国内由来の外来樹：村に持ち込まれ

てからそれほど期間が経っておらず，

まだニャムワンガ語の名がつけられ

ていない樹種（E.g. Hypericum spp., S. 

kunthianum）

このうち，問題のある外来樹の持ち込みは

一体どれだろうか．人間による自然への影響

をなるべく無くそうとする自然保護の観点か

ら見れば，樹種 bも cも dも全て排除すべ

きなのかもしれない．調査地の村に来たばか

りの頃の私であれば，樹種 bはともかく，

樹種 cと dは村から排除すべきだと言ってい

ただろう．

しかし，村で生活しながら村人と樹との関

わりを観察する中で，私は外来樹に対する見

方が変わり，やや肯定的に捉えるようになっ

た．最初は “よそ者 ”と村人たちから認識

されていた外来樹は，徐々に村人に受け入れ

られ，名前をつけられ，長い時間をかけて村

の景観の一部となっていく．このような人間

による外来樹の移動と定着は，千年以上前か

ら現在まで世界中で行なわれてきたことであ

り，自然なことだといえる．近年，渡り鳥や

サルなどの野生生物による種子散布が植生回

復や生物多様性の維持に貢献していると評価

されているが，それらの野生動物と同様に，

人間が種子散布という役割を果たしていると

いう見方もできるのではないだろうか．

しかしながら，人間による外来樹の移動を

全面的に容認するのは難しい．人間による外

来樹の移動は，野生生物に比べて，移動距離

が長いうえ，一度に大量の植物が持ち込まれ

る傾向にある．そのため，外来樹が持ち込ま

れた際，その土地環境に与える影響は必然的

に大きくなってしまう．

簡単な問題ではないが，人間による外来樹

の移動に関しては，禁止と容認のあいだにあ

る妥協点があっても良いのではないだろうか

と私は考えた．
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インド北部・写本調査ガイド

森　口　遥　平 *

本稿では，2022年夏にインド北部のウッ

タルプラデーシュ州の 2都市で実施した写

本調査について報告する．報告者の研究テー

マはスーフィズム（イスラームの神秘主義）

であり，目下のところ，17世紀ムガル帝国

で活躍したチシュティー教団サービリー派

スーフィー（スーフィーは，イスラーム神秘

主義に基づいて修行や思弁をおこなう人のこ

と），ムヒッブラー・イラーハーバーディー

（Muḥibb Allāh Allāhābādī（Ilāhābādī））

（1648年歿）の思想を研究している．同思想

家は多作で知られたが，その著作のほとんど

は出版されておらず，21世紀になって今な

お，手書きで記された写本がインド各地の図

書館などに所蔵されている状態である．その

ため，彼の思想を研究するためには，通常の

思想研究（西洋哲学など）と異なり，まず手

始めに，テキストそのものをインドで収集す

る必要がある．本報告が，今後インドでの写

本調査を計画している学生や研究者のお役に

立てば光栄である．なお，記載された情報

は，全て 2022年夏時点のものである．

①アリーガル（Aligarh）

報告者が最初に訪れたのは，首都デリーか

ら電車で 2，3時間ほどの小都市アリーガル

である．この地には，アリーガル・ムスリム

大学という総合大学があり，イスラーム関連
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